
(57)【要約】

【課題】　超音波プローブの姿勢の調整を保守作業者が

容易に行うことを可能とする。

【解決手段】　複数の超音波振動子２０２ａが配列され

た超音波プローブ２００に対向配置されたテスト物体か

らの反射超音波を超音波プローブ２００が受信する状況

に基づいて超音波プローブ２００を診断する。制御部１

１１は、複数の超音波振動子２０２ａの少なくとも一部

の超音波振動子２０２ａがそれぞれ受信した反射超音波

信号を比較してテスト物体に対する超音波プローブ２０

０の姿勢を検出する。ナビゲーション処理部１１０は、

検出された姿勢に基づく情報を提示する。

【選択図】　　　図１
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【 特 許 請 求 の 範 囲 】
【 請 求 項 １ 】
　 複 数 の 超 音 波 振 動 子 が 配 列 さ れ た 超 音 波 プ ロ ー ブ に 対 向 配 置 さ れ た テ ス ト 物 体 か ら の 反
射 超 音 波 を 前 記 超 音 波 プ ロ ー ブ が 受 信 す る 状 況 に 基 づ い て 前 記 超 音 波 プ ロ ー ブ を 診 断 す る
超 音 波 プ ロ ー ブ 診 断 装 置 に お い て 、
　 前 記 複 数 の 超 音 波 振 動 子 の 少 な く と も 一 部 の 超 音 波 振 動 子 が そ れ ぞ れ 受 信 し た 反 射 超 音
波 信 号 を 比 較 し て 前 記 テ ス ト 物 体 に 対 す る 前 記 超 音 波 プ ロ ー ブ の 姿 勢 を 検 出 す る 手 段 と 、
　 検 出 さ れ た 前 記 姿 勢 に 基 づ く 情 報 を 提 示 す る 提 示 手 段 と を 具 備 し た こ と を 特 徴 と す る 超
音 波 プ ロ ー ブ 診 断 装 置 。
【 請 求 項 ２ 】
　 前 記 提 示 手 段 は 、 検 出 さ れ た 前 記 姿 勢 と 基 準 姿 勢 と の 差 を 解 消 す る た め に 前 記 超 音 波 プ
ロ ー ブ の 姿 勢 を 変 化 さ せ る 変 化 方 法 を 提 示 す る た め の 提 示 情 報 を 作 成 す る 作 成 手 段 を さ ら
に 備 え る こ と を 特 徴 と す る 請 求 項 １ に 記 載 の 超 音 波 プ ロ ー ブ 診 断 装 置 。
【 請 求 項 ３ 】
　 前 記 作 成 手 段 は 、 前 記 変 化 方 法 を 表 す 音 声 を 示 し た 音 声 情 報 お よ び 前 記 変 化 方 法 を 表 す
画 像 を 示 し た 画 像 情 報 の 少 な く と も い ず れ か 一 方 を 前 記 提 示 情 報 と し て 作 成 す る こ と を 特
徴 と す る 請 求 項 ２ に 記 載 の 超 音 波 プ ロ ー ブ 診 断 装 置 。
【 請 求 項 ４ 】
　 前 記 作 成 手 段 は 、 前 記 画 像 情 報 が 示 す 画 像 に 、 前 記 超 音 波 プ ロ ー ブ の 外 観 像 を 含 め る こ
と を 特 徴 と す る 請 求 項 ３ に 記 載 の 超 音 波 プ ロ ー ブ 診 断 装 置 。
【 請 求 項 ５ 】
　 前 記 超 音 波 プ ロ ー ブ の 種 類 を 判 定 す る 手 段 を さ ら に 備 え 、
　 か つ 前 記 作 成 手 段 は 、 判 定 さ れ た 前 記 種 類 に 応 じ て 前 記 画 像 情 報 が 示 す 画 像 に 含 め る 外
観 像 を 変 更 す る こ と を 特 徴 と す る 請 求 項 ４ に 記 載 の 超 音 波 プ ロ ー ブ 診 断 装 置 。
【 請 求 項 ６ 】
　 前 記 作 成 手 段 は 、 前 記 画 像 情 報 が 示 す 画 像 に 、 前 記 一 部 の 超 音 波 振 動 子 が そ れ ぞ れ 受 信
し た 反 射 超 音 波 信 号 の 波 形 を 含 め る こ と を 特 徴 と す る 請 求 項 ３ に 記 載 の 超 音 波 プ ロ ー ブ 診
断 装 置 。
【 請 求 項 ７ 】
　 前 記 作 成 手 段 は 、 前 記 変 化 方 法 を 表 す 矢 印 な ど の 記 号 ま た は 文 字 を 前 記 画 像 情 報 が 示 す
画 像 に 含 め る こ と を 特 徴 と す る 請 求 項 ３ 乃 至 請 求 項 ６ の い ず れ か １ 項 に 記 載 の 超 音 波 プ ロ
ー ブ 診 断 装 置 。
【 請 求 項 ８ 】
　 前 記 作 成 手 段 は 、 前 記 変 化 方 法 を 表 す 動 画 像 ま た は ア ニ メ ー シ ョ ン を 示 し た 情 報 を 前 記
提 示 情 報 と し て 作 成 す る こ と を 特 徴 と す る 請 求 項 １ に 記 載 の 超 音 波 プ ロ ー ブ 診 断 装 置 。
【 請 求 項 ９ 】
　 前 記 作 成 手 段 は 、 前 記 複 数 の 超 音 波 振 動 子 と 前 記 テ ス ト 物 体 と の 離 間 距 離 が い ず れ も 基
準 距 離 に な る 姿 勢 を 前 記 基 準 姿 勢 と す る こ と を 特 徴 と す る 請 求 項 １ に 記 載 の 超 音 波 プ ロ ー
ブ 診 断 装 置 。
【 請 求 項 １ ０ 】
　 前 記 作 成 手 段 は 、 前 記 超 音 波 プ ロ ー ブ の 焦 点 距 離 を 前 記 基 準 距 離 と す る こ と を 特 徴 と す
る 請 求 項 ９ に 記 載 の 超 音 波 プ ロ ー ブ 診 断 装 置 。
【 請 求 項 １ １ 】
　 前 記 作 成 手 段 は 、 前 記 一 部 の 超 音 波 振 動 子 の う ち の 基 準 振 動 子 と 前 記 テ ス ト 物 体 と の 離
間 距 離 を 前 記 基 準 距 離 と す る こ と を 特 徴 と す る 請 求 項 ９ に 記 載 の 超 音 波 プ ロ ー ブ 診 断 装 置
。
【 請 求 項 １ ２ 】
　 前 記 作 成 手 段 は 、 前 記 超 音 波 プ ロ ー ブ 毎 に 定 め ら れ た 基 準 距 離 を 適 用 す る こ と を 特 徴 と
す る 請 求 項 ９ に 記 載 の 超 音 波 プ ロ ー ブ 診 断 装 置 。
【 請 求 項 １ ３ 】
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　 過 去 に 判 定 さ れ た 前 記 姿 勢 を 示 し た 姿 勢 情 報 を 記 憶 す る 手 段 を さ ら に 備 え 、
　 か つ 前 記 作 成 手 段 は 、 記 憶 さ れ た 前 記 姿 勢 情 報 が 示 す 姿 勢 を 前 記 基 準 姿 勢 と す る こ と を
特 徴 と す る 請 求 項 １ に 記 載 の 超 音 波 プ ロ ー ブ 診 断 装 置 。
【 請 求 項 １ ４ 】
　 複 数 の 超 音 波 振 動 子 が 配 列 さ れ た 超 音 波 プ ロ ー ブ を 備 え 、 前 記 超 音 波 プ ロ ー ブ に よ り 受
信 さ れ る 被 検 体 か ら の 反 射 超 音 波 に 基 づ い て 前 記 被 検 体 を 診 断 す る た め の 情 報 を 得 る 超 音
波 診 断 装 置 に お い て 、
　 前 記 超 音 波 プ ロ ー ブ に 対 向 配 置 さ れ 、 前 記 被 検 体 と は 異 な る テ ス ト 物 体 か ら の 反 射 超 音
波 を 前 記 複 数 の 超 音 波 振 動 子 の 少 な く と も 一 部 の 超 音 波 振 動 子 が 受 信 し て そ れ ぞ れ 出 力 す
る 反 射 超 音 波 信 号 を 比 較 し て 前 記 テ ス ト 物 体 に 対 す る 前 記 超 音 波 プ ロ ー ブ の 姿 勢 を 検 出 す
る 手 段 と 、
　 検 出 さ れ た 前 記 姿 勢 に 基 づ く 情 報 を 提 示 す る 提 示 手 段 と を 具 備 し た こ と を 特 徴 と す る 超
音 波 診 断 装 置 。
【 請 求 項 １ ５ 】
　 前 記 提 示 手 段 は 、 検 出 さ れ た 前 記 姿 勢 と 基 準 姿 勢 と の 差 を 解 消 す る た め に 前 記 超 音 波 プ
ロ ー ブ の 姿 勢 を 変 化 さ せ る 変 化 方 法 を 提 示 す る た め の 提 示 情 報 を 作 成 す る 作 成 手 段 を さ ら
に 備 え る こ と を 特 徴 と す る 請 求 項 １ ４ に 記 載 の 超 音 波 診 断 装 置 。
【 請 求 項 １ ６ 】
　 前 記 超 音 波 プ ロ ー ブ の 種 類 を 判 定 す る 手 段 を さ ら に 備 え 、
　 か つ 前 記 作 成 手 段 は 、 判 定 さ れ た 前 記 種 類 に 応 じ て 前 記 画 像 情 報 が 示 す 画 像 に 含 め る 外
観 像 を 変 更 す る こ と を 特 徴 と す る 請 求 項 １ ４ に 記 載 の 超 音 波 診 断 装 置 。
【 請 求 項 １ ７ 】
　 過 去 に 判 定 さ れ た 前 記 姿 勢 を 示 し た 姿 勢 情 報 を 記 憶 す る 手 段 を さ ら に 備 え 、
　 か つ 前 記 作 成 手 段 は 、 記 憶 さ れ た 前 記 姿 勢 情 報 が 示 す 姿 勢 を 前 記 基 準 姿 勢 と す る こ と を
特 徴 と す る 請 求 項 １ ４ に 記 載 の 超 音 波 診 断 装 置 。
【 請 求 項 １ ８ 】
　 複 数 の 超 音 波 振 動 子 が 配 列 さ れ た 超 音 波 プ ロ ー ブ に 対 向 配 置 さ れ た テ ス ト 物 体 か ら の 反
射 超 音 波 を 前 記 超 音 波 プ ロ ー ブ が 受 信 す る 状 況 に 基 づ い て 前 記 超 音 波 プ ロ ー ブ を 診 断 す る
超 音 波 プ ロ ー ブ 診 断 方 法 に お い て 、
　 前 記 複 数 の 超 音 波 振 動 子 の 少 な く と も 一 部 の 超 音 波 振 動 子 に て 前 記 反 射 超 音 波 を 受 信 し
、
　 前 記 一 部 の 超 音 波 振 動 子 が そ れ ぞ れ 出 力 す る 反 射 超 音 波 信 号 を 比 較 し て 前 記 テ ス ト 物 体
に 対 す る 前 記 超 音 波 プ ロ ー ブ の 姿 勢 を 検 出 し 、
　 検 出 さ れ た 前 記 姿 勢 に 基 づ く 情 報 を 提 示 す る こ と を 特 徴 と す る 超 音 波 プ ロ ー ブ 診 断 方 法
。
【 請 求 項 １ ９ 】
　 さ ら に 、 前 記 超 音 波 プ ロ ー ブ の 種 類 を 判 定 し 、
　 判 定 さ れ た 前 記 種 類 に 応 じ て 前 記 画 像 情 報 が 示 す 画 像 に 含 め る 外 観 像 を 変 更 す る こ と を
特 徴 と す る 請 求 項 １ ８ に 記 載 の 超 音 波 プ ロ ー ブ 診 断 方 法 。
【 請 求 項 ２ ０ 】
　 さ ら に 、 過 去 に 判 定 さ れ た 前 記 姿 勢 を 示 し た 姿 勢 情 報 を 記 憶 し 、
　 か つ 記 憶 さ れ た 前 記 姿 勢 情 報 が 示 す 姿 勢 を 前 記 基 準 姿 勢 と す る こ と を 特 徴 と す る 請 求 項
１ ８ に 記 載 の 超 音 波 プ ロ ー ブ 診 断 方 法 。
【 発 明 の 詳 細 な 説 明 】
【 技 術 分 野 】
【 ０ ０ ０ １ 】
　 本 発 明 は 、 超 音 波 診 断 装 置 で 利 用 さ れ る 超 音 波 プ ロ ー ブ を 診 断 す る 超 音 波 プ ロ ー ブ 診 断
装 置 お よ び 超 音 波 プ ロ ー ブ 診 断 方 法 と 、 超 音 波 プ ロ ー ブ を 診 断 す る 機 能 を 備 え た 超 音 波 診
断 装 置 に 関 す る 。
【 背 景 技 術 】
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【 ０ ０ ０ ２ 】
　 超 音 波 プ ロ ー ブ の 送 受 信 の 特 性 を 検 出 す る た め に 、 超 音 波 プ ロ ー ブ に 対 向 配 置 さ れ た 反
射 板 の よ う な テ ス ト 物 体 に よ り 反 射 さ れ た 超 音 波 を 上 記 の 超 音 波 プ ロ ー ブ に よ り 受 信 し て
得 ら れ た 信 号 を 利 用 す る 技 術 は 知 ら れ て い る （ 例 え ば 、 特 許 文 献 １ を 参 照 ） 。
【 特 許 文 献 １ 】 特 開 ２ ０ ０ ３ － １ ４ ４ ４ ３ ２ 号 公 報
【 発 明 の 開 示 】
【 発 明 が 解 決 し よ う と す る 課 題 】
【 ０ ０ ０ ３ 】
　 し か し な が ら 超 音 波 プ ロ ー ブ に は 多 数 の 超 音 波 振 動 子 が 配 列 さ れ て い る 。 こ の た め 、 テ
ス ト 物 体 に 対 す る 超 音 波 プ ロ ー ブ の 姿 勢 に よ っ て 、 各 超 音 波 振 動 子 と テ ス ト 物 体 と の 離 間
距 離 が 変 動 し て し ま う 。 す な わ ち 、 超 音 波 プ ロ ー ブ の 姿 勢 に よ っ て 、 拡 張 音 波 振 動 子 で の
反 射 超 音 波 の 受 信 環 境 が 変 化 し て し ま う の で あ り 、 均 一 な 条 件 で 超 音 波 プ ロ ー ブ の 特 性 を
検 出 す る こ と が で き な い 。
【 ０ ０ ０ ４ 】
　 超 音 波 プ ロ ー ブ の 姿 勢 は 、 保 守 作 業 者 に よ り 決 め ら れ る 。 こ の た め 保 守 作 業 者 は 、 超 音
波 プ ロ ー ブ の 姿 勢 を 適 正 と す る よ う な 調 整 作 業 を 行 わ な け れ ば な ら な い 。 こ の 様 な 作 業 は
、 熟 練 を 必 要 と し 、 保 守 作 業 者 の 大 き な 負 担 と な る 。 ま た 、 超 音 波 プ ロ ー ブ の 姿 勢 が 適 正
に 調 整 さ れ る か 否 か は 、 こ の よ う に 保 守 作 業 者 の 技 量 に よ る の で 、 必 ず し も 適 正 に 調 整 さ
れ る と は 限 ら な い 。
【 ０ ０ ０ ５ 】
　 本 発 明 は こ の よ う な 事 情 を 考 慮 し て な さ れ た も の で あ り 、 そ の 目 的 と す る と こ ろ は 、 超
音 波 プ ロ ー ブ の 姿 勢 の 調 整 を 保 守 作 業 者 が 容 易 に 行 う こ と を 可 能 と す る こ と に あ る 。
【 課 題 を 解 決 す る た め の 手 段 】
【 ０ ０ ０ ６ 】
　 以 上 の 目 的 を 達 成 す る た め に 第 １ の 本 発 明 は 、 複 数 の 超 音 波 振 動 子 が 配 列 さ れ た 超 音 波
プ ロ ー ブ に 対 向 配 置 さ れ た テ ス ト 物 体 か ら の 反 射 超 音 波 を 前 記 超 音 波 プ ロ ー ブ が 受 信 す る
状 況 に 基 づ い て 前 記 超 音 波 プ ロ ー ブ を 診 断 す る 超 音 波 プ ロ ー ブ 診 断 装 置 に お い て 、 前 記 複
数 の 超 音 波 振 動 子 の 少 な く と も 一 部 の 超 音 波 振 動 子 が そ れ ぞ れ 受 信 し た 反 射 超 音 波 信 号 を
比 較 し て 前 記 テ ス ト 物 体 に 対 す る 前 記 超 音 波 プ ロ ー ブ の 姿 勢 を 検 出 す る 手 段 と 、 検 出 さ れ
た 前 記 姿 勢 に 基 づ く 情 報 を 提 示 す る 提 示 手 段 と を 備 え た 。
【 ０ ０ ０ ７ 】
　 ま た 前 記 の 目 的 を 達 成 す る た め に 第 ２ の 本 発 明 は 、 複 数 の 超 音 波 振 動 子 が 配 列 さ れ た 超
音 波 プ ロ ー ブ を 備 え 、 前 記 超 音 波 プ ロ ー ブ に よ り 受 信 さ れ る 被 検 体 か ら の 反 射 超 音 波 に 基
づ い て 前 記 被 検 体 を 診 断 す る た め の 情 報 を 得 る 超 音 波 診 断 装 置 に お い て 、 前 記 超 音 波 プ ロ
ー ブ に 対 向 配 置 さ れ 、 前 記 被 検 体 と は 異 な る テ ス ト 物 体 か ら の 反 射 超 音 波 を 前 記 複 数 の 超
音 波 振 動 子 の 少 な く と も 一 部 の 超 音 波 振 動 子 が 受 信 し て そ れ ぞ れ 出 力 す る 反 射 超 音 波 信 号
を 比 較 し て 前 記 テ ス ト 物 体 に 対 す る 前 記 超 音 波 プ ロ ー ブ の 姿 勢 を 検 出 す る 手 段 と 、 検 出 さ
れ た 前 記 姿 勢 に 基 づ く 情 報 を 提 示 す る 提 示 手 段 と を 備 え た 。
【 ０ ０ ０ ８ 】
　 ま た 前 記 の 目 的 を 達 成 す る た め に 第 ２ の 本 発 明 は 、 複 数 の 超 音 波 振 動 子 が 配 列 さ れ た 超
音 波 プ ロ ー ブ に 対 向 配 置 さ れ た テ ス ト 物 体 か ら の 反 射 超 音 波 を 前 記 超 音 波 プ ロ ー ブ が 受 信
す る 状 況 に 基 づ い て 前 記 超 音 波 プ ロ ー ブ を 診 断 す る 超 音 波 プ ロ ー ブ 診 断 方 法 に お い て 、 前
記 複 数 の 超 音 波 振 動 子 の 少 な く と も 一 部 の 超 音 波 振 動 子 に て 前 記 反 射 超 音 波 を 受 信 し 、 前
記 一 部 の 超 音 波 振 動 子 が そ れ ぞ れ 出 力 す る 反 射 超 音 波 信 号 を 比 較 し て 前 記 テ ス ト 物 体 に 対
す る 前 記 超 音 波 プ ロ ー ブ の 姿 勢 を 検 出 し 、 検 出 さ れ た 前 記 姿 勢 に 基 づ く 情 報 を 提 示 す る こ
と と し た 。
【 発 明 の 効 果 】
【 ０ ０ ０ ９ 】
　 こ れ ら 本 発 明 に よ れ ば 、 超 音 波 プ ロ ー ブ の 姿 勢 の 調 整 を 保 守 作 業 者 が 容 易 に 行 う こ と が
可 能 と な る 。
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【 発 明 を 実 施 す る た め の 最 良 の 形 態 】
【 ０ ０ １ ０ 】
　 以 下 、 図 面 を 参 照 し て 本 発 明 の 一 実 施 形 態 に つ い て 説 明 す る 。
【 ０ ０ １ １ 】
　 図 １ は 本 実 施 形 態 に 係 る 超 音 波 プ ロ ー ブ 診 断 機 能 を 備 え た 超 音 波 診 断 装 置 の 基 本 構 成 を
示 す 図 で あ る 。 こ の 超 音 波 診 断 装 置 は 、 メ イ ン ユ ニ ッ ト １ ０ ０ お よ び 超 音 波 プ ロ ー ブ ２ ０
０ を 含 む 。 超 音 波 プ ロ ー ブ ２ ０ ０ は 、 コ ネ ク タ ２ ０ １ 、 ヘ ッ ド 部 ２ ０ ２ 、 ケ ー ブ ル 部 ２ ０
３ お よ び 識 別 情 報 出 力 部 ２ ０ ４ を 含 む 。
【 ０ ０ １ ２ 】
　 コ ネ ク タ ２ ０ １ は 、 コ ネ ク タ ２ ０ １ は メ イ ン ユ ニ ッ ト １ ０ ０ に 接 続 さ れ る 。 ヘ ッ ド 部 ２
０ ２ は 、 複 数 の 超 音 波 振 動 子 ２ ０ ２ ａ を 一 次 元 ま た は 二 次 元 に 配 列 し て 構 成 さ れ る 。 超 音
波 振 動 子 ２ ０ ２ ａ の そ れ ぞ れ は 、 ケ ー ブ ル 部 ２ ０ ３ に 設 け ら れ た 信 号 ラ イ ン ２ ０ ３ ａ に よ
っ て コ ネ ク タ ２ ０ １ に 接 続 さ れ て い る 。 コ ネ ク タ ２ ０ １ に は 、 こ れ ら の 信 号 ラ イ ン ２ ０ ３
ａ に 接 続 さ れ た 接 点 ２ ０ １ ａ が 設 け ら れ て い る 。 す な わ ち 超 音 波 プ ロ ー ブ ２ ０ ０ は 、 接 点
２ ０ １ ａ 、 超 音 波 振 動 子 ２ ０ ２ ａ お よ び 信 号 ラ イ ン ２ ０ ３ ａ を 含 ん だ チ ャ ネ ル を 複 数 並 列
に 備 え る 。
【 ０ ０ １ ３ 】
　 識 別 情 報 出 力 部 ２ ０ ４ は 、 超 音 波 プ ロ ー ブ ２ ０ ０ に 割 り 当 て ら れ た 識 別 情 報 を 出 力 す る
。 コ ネ ク タ ２ ０ １ に は 、 識 別 情 報 出 力 部 ２ ０ ４ に 接 続 さ れ た 接 点 ２ ０ １ ａ も 設 け ら れ て い
る 。
【 ０ ０ １ ４ 】
　 さ て メ イ ン ユ ニ ッ ト １ ０ ０ は 、 コ ネ ク タ １ ０ １ ， １ ０ ２ ， １ ０ ３ 、 送 信 部 １ ０ ４ 、 受 信
部 １ ０ ５ 、 計 測 部 １ ０ ６ 、 記 憶 媒 体 １ ０ ７ 、 イ ン タ フ ェ ー ス 部 １ ０ ８ 、 表 示 処 理 部 １ ０ ９
、 ナ ビ ゲ ー シ ョ ン 処 理 部 １ １ ０ 、 制 御 部 １ １ １ お よ び 医 用 診 断 部 １ １ ２ を 含 む 。
【 ０ ０ １ ５ 】
　 コ ネ ク タ １ ０ １ に は 、 超 音 波 プ ロ ー ブ ２ ０ ０ に 設 け ら れ た コ ネ ク タ ２ ０ １ が 装 着 さ れ る
。 コ ネ ク タ １ ０ １ に は 、 コ ネ ク タ ２ ０ １ に 設 け ら れ た 接 点 ２ ０ １ ａ と 同 数 の 接 点 １ ０ １ ａ
を 持 つ 。 接 点 １ ０ １ ａ は 、 コ ネ ク タ ２ ０ １ が コ ネ ク タ １ ０ １ に 装 着 さ れ た 際 に 、 接 点 ２ ０
１ ａ の そ れ ぞ れ に 接 す る よ う に 配 置 さ れ て い る 。 コ ネ ク タ １ ０ ２ に は 、 例 え ば Ｕ Ｓ Ｂ （ Un
iversal Serial Bus） ケ ー ブ ル 等 の 通 信 ケ ー ブ ル （ 図 示 せ ず ） を 介 し て 外 部 機 器 （ 図 示 せ
ず ） が 接 続 さ れ る 。 こ の 外 部 機 器 は 、 プ リ ン タ 、 ネ ッ ト ワ ー ク 、 パ ー ソ ナ ル コ ン ピ ュ ー タ
、 キ ー ボ ー ド 、 ポ イ ン テ ィ ン グ デ バ イ ス な ど で あ る 。 コ ネ ク タ １ ０ ３ に は 、 モ ニ タ ケ ー ブ
ル （ 図 示 せ ず ） を 介 し て モ ニ タ 装 置 （ 図 示 せ ず ） が 接 続 さ れ る 。
【 ０ ０ １ ６ 】
　 送 信 部 １ ０ ４ は 、 超 音 波 振 動 子 ２ ０ ２ ａ を 励 振 さ せ る た め の 励 振 信 号 を 送 信 す る 。 送 信
部 １ ０ ４ は 、 複 数 の 超 音 波 振 動 子 ２ ０ ２ ａ の そ れ ぞ れ の 励 振 信 号 を 並 列 に 送 信 で き る 。 受
信 部 １ ０ ５ は 、 超 音 波 振 動 子 ２ ０ ２ ａ が 受 け た 信 号 を 受 信 す る 。 受 信 部 １ ０ ５ は 、 複 数 の
超 音 波 振 動 子 ２ ０ ２ ａ の そ れ ぞ れ が 受 け た 信 号 を 並 列 に 受 信 で き る 。 受 信 部 １ ０ ５ は 、 受
信 し た 信 号 を 出 力 す る 。
【 ０ ０ １ ７ 】
　 計 測 部 １ ０ ６ は 、 受 信 部 １ ０ ５ か ら 出 力 さ れ る 信 号 の 特 徴 値 を 計 測 す る 。 特 徴 値 は 、 例
え ば 超 音 波 を 送 信 し て か ら 反 射 超 音 波 が 受 信 さ れ る ま で の 所 要 時 間 を 含 む 。 計 測 部 １ ０ ６
は 計 測 し た 特 徴 値 を 示 し た 計 測 情 報 を 、 制 御 部 １ １ １ の 制 御 の 下 に 記 憶 媒 体 １ ０ ７ 、 イ ン
タ フ ェ ー ス 部 １ ０ ８ 、 表 示 処 理 部 １ ０ ９ 、 ナ ビ ゲ ー シ ョ ン 処 理 部 １ １ ０ ま た は 制 御 部 １ １
１ へ 出 力 す る 。 記 憶 媒 体 １ ０ ７ は 、 例 え ば 半 導 体 メ モ リ な ど で あ る 。 記 憶 媒 体 １ ０ ７ は 、
上 記 の 計 測 情 報 な ど の 種 々 の 情 報 を 記 憶 す る 。 イ ン タ フ ェ ー ス 部 １ ０ ８ は 、 例 え ば Ｕ Ｓ Ｂ
の 規 格 に 準 拠 し た 通 信 処 理 を 行 い 、 コ ネ ク タ １ ０ ２ に 接 続 さ れ た 外 部 機 器 と の 通 信 を 実 現
す る 。 表 示 処 理 部 １ ０ ９ は 、 上 記 の 計 測 情 報 や 制 御 部 １ １ １ か ら 与 え ら れ る 情 報 な ど に 基
づ い て 、 コ ネ ク タ １ ０ ３ に 接 続 さ れ た モ ニ タ 装 置 に 画 像 表 示 さ せ る た め の 画 像 信 号 を 生 成
す る 。
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【 ０ ０ １ ８ 】
　 ナ ビ ゲ ー シ ョ ン 処 理 部 １ １ ０ は 、 例 え ば マ イ ク ロ プ ロ セ ッ サ を 備 え て 構 成 さ れ る 。 ナ ビ
ゲ ー シ ョ ン 処 理 部 １ １ ０ は 、 計 測 部 １ ０ ６ か ら 出 力 さ れ る 計 測 情 報 と 制 御 部 １ １ １ の 制 御
の 下 に 記 憶 媒 体 １ ０ ７ か ら 与 え ら れ る デ ー タ と を 適 宜 に 参 照 し て 、 超 音 波 プ ロ ー ブ ２ ０ ０
の 姿 勢 、 よ り 詳 細 に は ヘ ッ ド 部 ２ ０ ２ の 姿 勢 を 判 定 す る 。 ナ ビ ゲ ー シ ョ ン 処 理 部 １ １ ０ は
、 判 定 し た 姿 勢 と 予 め 定 め ら れ た 基 準 姿 勢 と の 差 を 解 消 す る た め に 超 音 波 プ ロ ー ブ ２ ０ ０
の 姿 勢 を 変 化 さ せ る 作 業 を ナ ビ ゲ ー シ ョ ン す る た め の ナ ビ ゲ ー シ ョ ン 画 面 情 報 を 作 成 す る
。 ナ ビ ゲ ー シ ョ ン 画 面 情 報 は 、 イ ン タ フ ェ ー ス 部 １ ０ ８ お よ び コ ネ ク タ １ ０ ２ を 介 し て 外
部 機 器 へ と 出 力 さ れ る か 、 ま た は 表 示 処 理 部 １ ０ ９ へ 出 力 さ れ る 。
【 ０ ０ １ ９ 】
　 制 御 部 １ １ １ は 、 例 え ば マ イ ク ロ プ ロ セ ッ サ を 備 え て 構 成 さ れ る 。 制 御 部 １ １ １ は 、 メ
イ ン ユ ニ ッ ト １ ０ ０ の 各 部 を 総 括 制 御 し て 、 超 音 波 プ ロ ー ブ ２ ０ ０ の 診 断 の た め の 動 作 を
実 現 す る 。 他 に 制 御 部 １ １ １ は 、 ナ ビ ゲ ー シ ョ ン 処 理 部 １ １ ０ で の 処 理 に 必 要 な デ ー タ を
記 憶 媒 体 １ ０ ７ か ら ナ ビ ゲ ー シ ョ ン 処 理 部 １ １ ０ へ と 送 る 機 能 を 持 つ 。
【 ０ ０ ２ ０ 】
　 医 用 診 断 部 １ １ ２ は さ ら に 、 イ メ ー ジ ン グ 制 御 部 １ １ ２ ａ 、 画 像 生 成 部 １ １ ２ ｂ 、 メ モ
リ 部 １ １ ２ ｃ お よ び 表 示 部 １ １ ２ ｄ を 含 む 。 イ メ ー ジ ン グ 制 御 部 １ １ ２ ａ は 、 診 断 内 容 な
ど に 応 じ た 適 切 な イ メ ー ジ ン グ 処 理 が 行 わ れ る よ う に 送 信 部 １ ０ ４ 、 受 信 部 １ ０ ５ お よ び
画 像 生 成 部 １ １ ２ ｂ を 制 御 す る 。 画 像 生 成 部 １ １ ２ ｂ は 、 受 信 部 １ ０ ５ か ら 出 力 さ れ る 信
号 に 基 づ い て 、 医 用 診 断 の た め の 画 像 を 表 す 表 示 デ ー タ を 生 成 す る 。 表 示 デ ー タ が 表 す 画
像 は 、 被 検 体 の 臓 器 お よ び 血 流 に 関 す る 断 層 像 や ３ 次 元 像 の よ う な 再 構 成 画 像 、 あ る い は
血 流 速 度 な ど の 計 測 値 や そ の 変 化 を 表 す テ キ ス ト 画 像 や グ ラ フ な ど で あ る 。 メ モ リ 部 １ １
２ ｃ は 、 上 記 の 表 示 デ ー タ を 記 憶 す る 。 表 示 部 １ １ ２ ｄ は 、 表 示 デ ー タ に 基 づ く 表 示 を 行
う 。
【 ０ ０ ２ １ 】
　 次 に 以 上 の よ う に 構 成 さ れ た 超 音 波 診 断 装 置 の 動 作 に つ い て 説 明 す る 。
【 ０ ０ ２ ２ 】
　 超 音 波 プ ロ ー ブ ２ ０ ０ を 利 用 し て 被 検 体 に 関 す る 医 用 診 断 を 行 う 場 合 に は 、 医 用 診 断 部
１ １ ２ を 有 効 と す る こ と に よ っ て 、 周 知 の 超 音 波 診 断 装 置 と 同 様 に し て 医 用 診 断 に 有 用 な
情 報 を 提 示 す る こ と が で き る 。
【 ０ ０ ２ ３ 】
　 一 方 、 超 音 波 プ ロ ー ブ ２ ０ ０ を 診 断 す る に 当 た っ て は 、 保 守 作 業 者 は 、 図 １ に 示 す よ う
に 水 槽 等 の 容 器 中 の 水 等 の 媒 体 中 に テ ス ト 物 体 を 設 置 す る と と も に 、 ヘ ッ ド 部 ２ ０ ２ を テ
ス ト 物 体 に 対 向 さ せ て お く 。
【 ０ ０ ２ ４ 】
　 こ の と き に 超 音 波 プ ロ ー ブ ２ ０ ０ は 、 図 ２ （ ａ ） に 示 す プ ロ ー ブ ホ ル ダ ３ ０ ０ に よ り 、
図 ２ （ ｂ ） に 示 す よ う な 状 態 で 保 持 さ れ る 。 プ ロ ー ブ ホ ル ダ ３ ０ ０ は 、 対 向 す る ２ つ の 抑
え 部 材 ３ ０ １ ， ３ ０ ２ で 挟 み 込 む こ と に よ っ て 超 音 波 プ ロ ー ブ ２ ０ ０ を 保 持 す る 。 こ れ に
よ り 超 音 波 プ ロ ー ブ ２ ０ ０ は 、 抑 え 部 材 ３ ０ １ ， ３ ０ ２ に よ る 押 圧 方 向 に 沿 っ た 軸 を 中 心
と し た 回 転 と 、 上 記 の 押 圧 方 向 に 直 交 す る 向 き へ の ス ラ イ ド の み が 許 容 さ れ 、 他 の 方 向 に
つ い て の 姿 勢 が 固 定 さ れ る 。
【 ０ ０ ２ ５ 】
　 超 音 波 プ ロ ー ブ ２ ０ ０ に つ い て 診 断 す る 必 要 が 生 じ た 場 合 に 制 御 部 １ １ １ は 、 図 ３ に 示
す よ う な 処 理 を 実 行 す る 。 ス テ ッ プ Ｓ ａ １ に お い て 制 御 部 １ １ １ は 、 識 別 情 報 出 力 部 ２ ０
４ か ら 出 力 さ れ る 識 別 情 報 を 読 み 込 む 。 続 い て ス テ ッ プ Ｓ ａ ２ に お い て 制 御 部 １ １ １ は 、
コ ネ ク タ １ ０ １ に 接 続 さ れ た 超 音 波 プ ロ ー ブ ２ ０ ０ の 機 種 に 関 す る フ ォ ー カ ス 情 報 を 取 得
す る 。 超 音 波 プ ロ ー ブ ２ ０ ０ の 機 種 は 、 上 記 の 識 別 情 報 に 基 づ い て 判 断 す る 。 識 別 情 報 は
、 超 音 波 プ ロ ー ブ ２ ０ ０ の 個 々 を 特 定 す る 情 報 で あ っ て 、 一 般 に は 機 種 を 示 す 情 報 は 含 ん
で い な い 。 制 御 部 １ １ １ は 、 種 々 の 識 別 情 報 に 対 応 付 け て 機 種 情 報 を 記 述 し た デ ー タ ベ ー
ス を 参 照 す る こ と に よ っ て 超 音 波 プ ロ ー ブ ２ ０ ０ の 機 種 を 判 断 す る 。 デ ー タ ベ ー ス は 、 コ
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ネ ク タ １ ０ ２ に 接 続 さ れ た 外 部 機 器 か ら 取 得 し て も 良 い し 、 記 憶 媒 体 １ ０ ７ に 記 憶 し て お
い て も 良 い 。 ま た 、 識 別 情 報 に 機 種 を 示 す 情 報 を 含 め て お き 、 こ の 情 報 か ら 直 接 的 に 超 音
波 プ ロ ー ブ ２ ０ ０ の 機 種 を 判 断 す る よ う に し て も 良 い 。 フ ォ ー カ ス 情 報 は 、 フ ォ ー カ ス 点
ま で 超 音 波 が 往 復 す る の に 要 す る 時 間 で あ る フ ォ ー カ ス 時 間 Ｔ Ｆ を 含 む 情 報 で あ る 。 制 御
部 １ １ １ は 、 上 記 の デ ー タ ベ ー ス ま た は 別 の デ ー タ ベ ー ス か ら フ ォ ー カ ス 情 報 を 取 得 す る
。 な お 、 単 一 機 種 の 超 音 波 プ ロ ー ブ ２ ０ ０ の み を 診 断 対 象 と す る な ら ば 、 こ の よ う な 処 理
は 省 略 で き る 。
【 ０ ０ ２ ６ 】
　 ス テ ッ プ Ｓ ａ ３ に お い て 制 御 部 １ １ １ は 、 超 音 波 振 動 子 ２ ０ ２ ａ の う ち か ら 予 め 選 定 さ
れ た 姿 勢 検 出 用 の 超 音 波 振 動 子 ２ ０ ２ ａ を 送 信 部 １ ０ ４ に よ り 順 次 励 振 さ せ る 。 こ こ で 姿
勢 検 出 用 の 超 音 波 振 動 子 ２ ０ ２ ａ の 数 は 、 複 数 で あ れ ば 任 意 で あ っ て 良 い 。 ま た 励 振 さ れ
る 姿 勢 検 出 用 の 超 音 波 振 動 子 ２ ０ ２ ａ は 、 互 い に で き る だ け 離 れ て い る こ と が 望 ま し い 。
本 実 施 形 態 で は 、 ヘ ッ ド 部 ２ ０ ２ の 両 側 端 に 位 置 す る １ つ お よ び 中 央 部 に 位 置 す る １ つ の
、 合 計 ３ つ の 超 音 波 振 動 子 ２ ０ ２ ａ を 姿 勢 検 出 用 と す る 。 な お 以 下 に お い て は 説 明 の 便 宜
上 、 こ れ ら ３ つ の 超 音 波 振 動 子 を 、 振 動 子 Ｒ 、 振 動 子 Ｌ お よ び 振 動 子 Ｍ と 称 す る 。 振 動 子
Ｍ が ヘ ッ ド 部 ２ ０ ２ の 中 央 部 に 位 置 す る 超 音 波 振 動 子 ２ ０ ２ ａ で あ る 。 ま た 、 こ れ ら 振 動
子 Ｒ ， Ｌ ， Ｍ を 含 む チ ャ ネ ル を そ れ ぞ れ 、 チ ャ ネ ル Ｃ Ｈ Ｒ 、 チ ャ ネ ル Ｃ Ｈ Ｌ お よ び チ ャ ネ
ル Ｃ Ｈ Ｍ と 称 す る 。
【 ０ ０ ２ ７ 】
　 振 動 子 Ｒ ， Ｍ ， Ｌ が 励 振 さ れ た 場 合 、 テ ス ト 物 体 か ら の 反 射 超 音 波 信 号 が 、 上 記 励 振 し
た 振 動 子 Ｒ ， Ｍ ， Ｌ 、 信 号 ラ イ ン ２ ０ ３ ａ 、 接 点 ２ ０ １ ａ お よ び 接 点 １ ０ １ ａ を 介 し て 受
信 部 １ ０ ５ に よ り 受 信 さ れ る 。 か く し て 、 チ ャ ネ ル Ｃ Ｈ Ｒ ， Ｃ Ｈ Ｍ ， Ｃ Ｈ Ｌ の 反 射 超 音 波
信 号 の デ ィ ジ タ ル 信 号 が 得 ら れ 、 こ れ ら が 計 測 部 １ ０ ６ に 入 力 さ れ る 。 そ う す る と 計 測 部
１ ０ ６ は 、 振 動 子 Ｒ ， Ｍ ， Ｌ が 励 振 さ れ て か ら そ れ ら に 応 じ た 反 射 超 音 波 信 号 が 受 信 さ れ
る ま で に 要 し た 時 間 Ｔ Ｒ ， Ｔ Ｍ ， Ｔ Ｌ を 計 測 す る 。
【 ０ ０ ２ ８ 】
　 ス テ ッ プ Ｓ ａ ４ に お い て 制 御 部 １ １ １ は 、 姿 勢 判 定 の 実 行 を ナ ビ ゲ ー シ ョ ン 処 理 部 １ １
０ に 指 示 す る 。 こ の 際 に 制 御 部 １ １ １ は 、 ス テ ッ プ Ｓ ａ ２ に て 取 得 し た フ ォ ー カ ス 情 報 に
示 さ れ た フ ォ ー カ ス 時 間 Ｔ Ｆ を ナ ビ ゲ ー シ ョ ン 処 理 部 １ １ ０ に 通 知 す る 。
【 ０ ０ ２ ９ 】
　 こ の 指 示 に 応 じ て ナ ビ ゲ ー シ ョ ン 処 理 部 １ １ ０ は 、 図 ３ に 示 す よ う な 処 理 を 開 始 す る 。
ス テ ッ プ Ｓ ｂ １ に お い て ナ ビ ゲ ー シ ョ ン 処 理 部 １ １ ０ は 、 上 述 の よ う に 計 測 部 １ ０ ６ に よ
り 計 測 さ れ た 時 間 Ｔ Ｒ ， Ｔ Ｍ ， Ｔ Ｌ を 取 得 す る 。 ス テ ッ プ Ｓ ｂ ２ に お い て ナ ビ ゲ ー シ ョ ン
処 理 部 １ １ ０ は 、 変 数 Ｎ Ｆ Ｌ ， Ｎ Ｆ Ｄ を 初 期 化 す る 。
【 ０ ０ ３ ０ 】
　 ス テ ッ プ Ｓ ｂ ３ に お い て ナ ビ ゲ ー シ ョ ン 処 理 部 １ １ ０ は 、 時 間 Ｔ Ｍ と 制 御 部 １ １ １ か ら
通 知 さ れ た フ ォ ー カ ス 時 間 Ｔ Ｆ と を 比 較 す る 。 時 間 Ｔ Ｍ が フ ォ ー カ ス 時 間 Ｔ Ｆ よ り も 大 き
い 場 合 、 ナ ビ ゲ ー シ ョ ン 処 理 部 １ １ ０ は ス テ ッ プ Ｓ ｂ ３ か ら ス テ ッ プ Ｓ ｂ ４ へ 進 み 、 変 数
Ｎ Ｆ Ｌ を 「 － １ 」 と す る 。 時 間 Ｔ Ｍ が フ ォ ー カ ス 時 間 Ｔ Ｆ と 同 一 で あ る 場 合 、 ナ ビ ゲ ー シ
ョ ン 処 理 部 １ １ ０ は ス テ ッ プ Ｓ ｂ ３ か ら ス テ ッ プ Ｓ ｂ ５ へ 進 み 、 変 数 Ｎ Ｆ Ｌ を 「 ０ 」 と す
る 。 時 間 Ｔ Ｍ が フ ォ ー カ ス 時 間 Ｔ Ｆ よ り も 小 さ い 場 合 、 ナ ビ ゲ ー シ ョ ン 処 理 部 １ １ ０ は ス
テ ッ プ Ｓ ｂ ３ か ら ス テ ッ プ Ｓ ｂ ６ へ 進 み 、 変 数 Ｎ Ｆ Ｌ を 「 １ 」 と す る 。
【 ０ ０ ３ １ 】
　 媒 体 中 を 進 む 超 音 波 の 音 速 を Ｃ 、 超 音 波 振 動 子 ２ ０ ２ ａ と テ ス ト 物 体 と の 離 間 距 離 を Ｌ
、 超 音 波 の 送 信 か ら 受 信 ま で に 要 す る 時 間 を Ｔ と す る と 、 Ｔ ＝ ２ Ｌ ／ Ｃ な る 関 係 に な る こ
と が 知 ら れ て い る 。 従 っ て 、 例 え ば 図 ５ に 示 す よ う に 時 間 Ｔ Ｍ が フ ォ ー カ ス 時 間 Ｔ Ｆ よ り
も 大 き け れ ば 、 振 動 子 Ｍ と テ ス ト 物 体 と の 離 間 距 離 Ｌ Ｍ は 、 超 音 波 プ ロ ー ブ ２ ０ ０ の 焦 点
距 離 Ｌ Ｆ よ り も 大 き く な っ て い る 。 変 数 Ｎ Ｆ Ｌ は 、 離 間 距 離 Ｌ Ｍ ＞ 焦 点 距 離 Ｌ Ｆ の と き に
「 － １ 」 、 離 間 距 離 Ｌ Ｍ ＝ 焦 点 距 離 Ｌ Ｆ の と き に 「 ０ 」 、 離 間 距 離 Ｌ Ｍ ＜ 焦 点 距 離 Ｌ Ｆ の
と き に 「 １ 」 と さ れ る 。
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【 ０ ０ ３ ２ 】
　 ナ ビ ゲ ー シ ョ ン 処 理 部 １ １ ０ は 、 ス テ ッ プ Ｓ ｂ ４ 、 ス テ ッ プ Ｓ ｂ ５ ま た は ス テ ッ プ Ｓ ｂ
６ か ら は ス テ ッ プ Ｓ ｂ ７ へ 進 む 。 ス テ ッ プ Ｓ ｂ ７ に お い て ナ ビ ゲ ー シ ョ ン 処 理 部 １ １ ０ は
、 時 間 Ｔ Ｒ と 時 間 Ｔ Ｌ と を 比 較 す る 。 時 間 Ｔ Ｒ が 時 間 Ｔ Ｌ よ り も 大 き い 場 合 、 ナ ビ ゲ ー シ
ョ ン 処 理 部 １ １ ０ は ス テ ッ プ Ｓ ｂ ７ か ら ス テ ッ プ Ｓ ｂ ８ へ 進 み 、 変 数 Ｎ Ｆ Ｄ を 「 － １ 」 と
す る 。 時 間 Ｔ Ｍ が 時 間 Ｔ Ｌ と 同 一 で あ る 場 合 、 ナ ビ ゲ ー シ ョ ン 処 理 部 １ １ ０ は ス テ ッ プ Ｓ
ｂ ７ か ら ス テ ッ プ Ｓ ｂ ８ へ 進 み 、 変 数 Ｎ Ｆ Ｄ を 「 ０ 」 と す る 。 時 間 Ｔ Ｍ が 時 間 Ｔ Ｌ よ り も
小 さ い 場 合 、 ナ ビ ゲ ー シ ョ ン 処 理 部 １ １ ０ は ス テ ッ プ Ｓ ｂ ７ か ら ス テ ッ プ Ｓ ｂ １ ０ へ 進 み
、 変 数 Ｎ Ｆ Ｄ を 「 １ 」 と す る 。
【 ０ ０ ３ ３ 】
　 上 述 の よ う に 時 間 Ｔ Ｒ ， Ｔ Ｌ は 、 振 動 子 Ｒ ， Ｌ と テ ス ト 物 体 と の 離 間 距 離 Ｌ Ｒ ， Ｌ Ｌ に
比 例 す る 。 従 っ て 、 例 え ば 図 ５ に 示 す よ う に 時 間 Ｔ Ｌ が 時 間 Ｔ Ｒ よ り も 大 き け れ ば 、 離 間
距 離 Ｌ Ｌ は 離 間 距 離 Ｌ Ｒ よ り も 大 き く 、 例 え ば 図 ４ に 示 す よ う な 姿 勢 で あ る こ と に な る 。
変 数 Ｎ Ｆ Ｄ は 、 離 間 距 離 Ｌ Ｒ ＞ 離 間 距 離 Ｌ Ｌ の と き に 「 － １ 」 、 離 間 距 離 Ｌ Ｒ ＝ 離 間 距 離
Ｌ Ｌ の と き に 「 ０ 」 、 離 間 距 離 Ｌ Ｒ ＜ 離 間 距 離 Ｌ Ｌ の と き に 「 １ 」 と さ れ る 。
【 ０ ０ ３ ４ 】
　 ナ ビ ゲ ー シ ョ ン 処 理 部 １ １ ０ は 、 ス テ ッ プ Ｓ ｂ ８ 、 ス テ ッ プ Ｓ ｂ ９ ま た は ス テ ッ プ Ｓ ｂ
１ ０ か ら は ス テ ッ プ Ｓ ｂ １ １ へ 進 む 。 ス テ ッ プ Ｓ ｂ １ １ に お い て ナ ビ ゲ ー シ ョ ン 処 理 部 １
１ ０ は 、 変 数 Ｎ Ｆ Ｌ ， Ｎ Ｆ Ｄ に 応 じ た ナ ビ ゲ ー シ ョ ン 画 面 を 示 す ナ ビ ゲ ー シ ョ ン 画 面 情 報
を 作 成 す る 。
【 ０ ０ ３ ５ 】
　 ナ ビ ゲ ー シ ョ ン 画 面 は 、 図 ６ （ ａ ） に 示 す 画 像 を ベ ー ス 画 像 と す る 。 こ の ベ ー ス 画 像 に
は 、 上 下 左 右 に そ れ ぞ れ 向 く 矢 印 Ａ １ ， Ａ ２ ， Ａ ３ ， Ａ ４ と 、 左 回 り お よ び 右 回 り を そ れ
ぞ れ 示 す 矢 印 Ａ ５ ， Ａ ６ と が 含 ま れ る 。
【 ０ ０ ３ ６ 】
　 ナ ビ ゲ ー シ ョ ン 処 理 部 １ １ ０ は 、 変 数 Ｎ Ｆ Ｌ に 応 じ て 矢 印 Ａ １ ， Ａ ２ の 色 を 変 更 す る 。
す な わ ち 、 変 数 Ｎ Ｆ Ｌ が 「 － １ 」 で あ る な ら ば ナ ビ ゲ ー シ ョ ン 処 理 部 １ １ ０ は 、 図 ６ （ ｂ
） に ハ ッ チ ン グ で 示 す よ う に 矢 印 Ａ ２ の 色 を 変 更 す る 。 変 数 Ｎ Ｆ Ｌ が 「 ０ 」 で あ る な ら ば
ナ ビ ゲ ー シ ョ ン 処 理 部 １ １ ０ は 、 図 ６ （ ｃ ） に 示 す よ う に 矢 印 Ａ １ ， Ａ ２ の 色 は い ず れ も
変 更 し な い 。 変 数 Ｎ Ｆ Ｌ が 「 １ 」 で あ る な ら ば ナ ビ ゲ ー シ ョ ン 処 理 部 １ １ ０ は 、 図 ６ （ ｄ
） に ハ ッ チ ン グ で 示 す よ う に 矢 印 Ａ １ の 色 を 変 更 す る 。
【 ０ ０ ３ ７ 】
　 ナ ビ ゲ ー シ ョ ン 処 理 部 １ １ ０ は 、 変 数 Ｎ Ｆ Ｄ に 応 じ て 矢 印 Ａ ５ ， Ａ ６ の 色 を 変 更 す る 。
す な わ ち 、 変 数 Ｎ Ｆ Ｄ が 「 － １ 」 で あ る な ら ば ナ ビ ゲ ー シ ョ ン 処 理 部 １ １ ０ は 、 図 ６ （ ｅ
） に ハ ッ チ ン グ で 示 す よ う に 矢 印 Ａ ５ の 色 を 変 更 す る 。 変 数 Ｎ Ｆ Ｄ が 「 ０ 」 で あ る な ら ば
ナ ビ ゲ ー シ ョ ン 処 理 部 １ １ ０ は 、 図 ６ （ ｆ ） に 示 す よ う に 矢 印 Ａ ６ ， Ａ ６ の 色 は い ず れ も
変 更 し な い 。 変 数 Ｎ Ｆ Ｄ が 「 １ 」 で あ る な ら ば ナ ビ ゲ ー シ ョ ン 処 理 部 １ １ ０ は 、 図 ６ （ ｇ
） に ハ ッ チ ン グ で 示 す よ う に 矢 印 Ａ ６ の 色 を 変 更 す る 。
【 ０ ０ ３ ８ 】
　 そ し て ナ ビ ゲ ー シ ョ ン 処 理 部 １ １ ０ は 、 図 ６ （ ａ ） ～ （ ｄ ） の い ず れ か と 、 図 ６ （ ｅ ）
～ （ ｇ ） の い ず れ か と の 組 合 せ に よ っ て ナ ビ ゲ ー シ ョ ン 画 面 を 作 成 す る 。 ナ ビ ゲ ー シ ョ ン
処 理 部 １ １ ０ は 、 こ の よ う に 作 成 し た ナ ビ ゲ ー シ ョ ン 画 面 情 報 を 表 示 処 理 部 １ ０ ９ に 出 力
す る 。 表 示 処 理 部 １ ０ ９ は 、 ナ ビ ゲ ー シ ョ ン 画 面 情 報 に 基 づ い て 、 ナ ビ ゲ ー シ ョ ン 画 面 を
モ ニ タ 装 置 に 表 示 さ せ る た め の 信 号 を 生 成 し 、 コ ネ ク タ １ ０ ３ か ら 出 力 す る 。 ナ ビ ゲ ー シ
ョ ン 画 面 情 報 を イ ン タ フ ェ ー ス 部 １ ０ ８ お よ び コ ネ ク タ １ ０ ２ を 介 し て 外 部 機 器 へ 出 力 す
る こ と も で き る 。
【 ０ ０ ３ ９ 】
　 ス テ ッ プ Ｓ ｂ １ ２ に お い て ナ ビ ゲ ー シ ョ ン 処 理 部 １ １ ０ は 、 変 数 Ｎ Ｆ Ｌ ， Ｎ Ｆ Ｄ を 制 御
部 １ １ １ へ 通 知 す る 。 そ し て ナ ビ ゲ ー シ ョ ン 処 理 部 １ １ ０ は 、 図 ３ の 処 理 を 終 了 す る 。
【 ０ ０ ４ ０ 】

10

20

30

40

50

(8) JP 2006-110334 A 2006.4.27



　 さ て 、 保 守 作 業 者 が ナ ビ ゲ ー シ ョ ン 画 面 に 従 っ て ヘ ッ ド 部 ２ ０ ２ の 姿 勢 を 変 化 さ せ れ ば
、 時 間 Ｔ Ｍ と フ ォ ー カ ス 時 間 Ｔ Ｆ と の 差 や 、 時 間 Ｔ Ｌ と 時 間 Ｔ Ｒ と の 差 が 減 少 さ れ る 。 図
８ に 示 す よ う に 時 間 Ｔ Ｍ が フ ォ ー カ ス 時 間 Ｔ Ｆ に 一 致 す れ ば 、 離 間 距 離 Ｌ Ｍ が 焦 点 距 離 Ｌ
Ｆ に 一 致 す る 。 ま た 図 ８ に 示 す よ う に 時 間 Ｔ Ｒ と 時 間 Ｔ Ｌ と が 一 致 す れ ば 、 離 間 距 離 Ｌ Ｒ
， Ｌ Ｍ ， Ｌ Ｌ が 互 い に 一 致 す る 。 従 っ て 、 離 間 距 離 Ｌ Ｒ ， Ｌ Ｍ ， Ｌ Ｌ が 全 て 焦 点 距 離 Ｌ Ｆ
に 一 致 す る 。 す な わ ち 、 図 ７ に 示 す よ う に 超 音 波 プ ロ ー ブ ２ ０ ０ の フ ォ ー カ ス 点 に テ ス ト
物 体 が 位 置 す る と と も に 、 超 音 波 振 動 子 ２ ０ ２ ａ の 配 列 面 が テ ス ト 物 体 と 平 行 す る よ う に
な る 。 こ の 状 態 に お い て は 、 時 間 Ｔ Ｍ と フ ォ ー カ ス 時 間 Ｔ Ｆ と が 一 致 し 、 時 間 Ｔ Ｒ と 時 間
Ｔ Ｌ と が 一 致 し て い る か ら 、 変 数 Ｎ Ｆ Ｌ ， Ｎ Ｆ Ｄ は い ず れ と も 「 ０ 」 に な る 。
【 ０ ０ ４ １ 】
　 制 御 部 １ １ １ は ス テ ッ プ Ｓ ａ ４ に て 姿 勢 判 定 の 実 行 を 指 示 し た の ち に は 、 ス テ ッ プ Ｓ ａ
５ へ 進 む 。 ス テ ッ プ Ｓ ａ ５ に お い て 制 御 部 １ １ １ は 、 上 述 の よ う に ナ ビ ゲ ー シ ョ ン 処 理 部
１ １ ０ か ら 通 知 さ れ る 変 数 Ｎ Ｆ Ｌ ， Ｎ Ｆ Ｄ を 取 得 す る 。 ス テ ッ プ Ｓ ａ ６ に お い て 制 御 部 １
１ １ は 、 変 数 Ｎ Ｆ Ｌ ， Ｎ Ｆ Ｄ が い ず れ と も 「 ０ 」 で あ る か 否 か を 確 認 す る 。 変 数 Ｎ Ｆ Ｌ ，
Ｎ Ｆ Ｄ に い ず れ か が 「 ０ 」 で な か っ た な ら ば 、 制 御 部 １ １ １ は ス テ ッ プ Ｓ ａ ３ 以 降 の 処 理
を 繰 り 返 す 。 そ し て ヘ ッ ド 部 ２ ０ ２ が 図 ７ に 示 す 姿 勢 と な り 、 変 数 Ｎ Ｆ Ｌ ， Ｎ Ｆ Ｄ が い ず
れ と も 「 ０ 」 に な っ た な ら ば 、 制 御 部 １ １ １ は 図 ３ の 処 理 を 終 了 す る 。
【 ０ ０ ４ ２ 】
　 以 上 の よ う に 本 実 施 形 態 に よ れ ば 、 保 守 作 業 者 は 、 ナ ビ ゲ ー シ ョ ン 画 面 に お い て 色 が 変
更 さ れ た 矢 印 が 示 す よ う に ヘ ッ ド 部 ２ ０ ２ の 姿 勢 を 変 化 さ せ る こ と に よ り 、 ヘ ッ ド 部 ２ ０
２ の フ ォ ー カ ス 点 に テ ス ト 物 体 が 位 置 す る と と も に 、 超 音 波 振 動 子 ２ ０ ２ ａ の 配 列 面 が テ
ス ト 物 体 と 平 行 す る 状 態 と す る こ と が で き る 。 従 っ て 、 保 守 作 業 者 の 作 業 は 容 易 と な り 、
保 守 作 業 者 の 負 担 が 軽 減 さ れ る と と も に 、 超 音 波 プ ロ ー ブ の 姿 勢 を 適 正 に 調 整 さ せ る こ と
が で き る 。
【 ０ ０ ４ ３ 】
　 本 実 施 形 態 は 、 次 の よ う な 種 々 の 変 形 実 施 が 可 能 で あ る 。
【 ０ ０ ４ ４ 】
　 図 ９ に 示 す よ う に 、 フ ォ ー カ ス 時 間 Ｔ Ｆ と は 無 関 係 な 基 準 時 間 Ｔ refに 各 時 間 Ｔ Ｒ ， Ｔ
Ｍ ， Ｔ Ｌ を 合 わ せ る よ う に ナ ビ ゲ ー シ ョ ン し て も 良 い 。 こ の と き に 基 準 時 間 Ｔ refは 、 任
意 に 設 定 さ れ て よ い が 、 例 え ば 最 初 に 計 測 さ れ た 時 間 Ｔ Ｒ ， Ｔ Ｍ ， Ｔ Ｌ の い ず れ か を 適 用
し た り 、 あ る い は 超 音 波 プ ロ ー ブ ２ ０ ０ の 個 々 に 対 し て 予 め 定 め ら れ た 時 間 を 適 用 す る こ
と が 考 え ら れ る 。
【 ０ ０ ４ ５ 】
　 フ ォ ー カ ス 時 間 Ｔ Ｆ の よ う な 基 準 時 間 は 参 照 せ ず に 、 時 間 Ｔ Ｒ ， Ｔ Ｍ ， Ｔ Ｌ を 互 い に 一
致 さ せ る よ う に ナ ビ ゲ ー シ ョ ン し て も 良 い 。
【 ０ ０ ４ ６ 】
　 過 去 に 設 定 さ れ た ヘ ッ ド 部 ２ ０ ２ の 姿 勢 を 基 準 と し て ナ ビ ゲ ー シ ョ ン を 行 う よ う に し て
も 良 い 。 具 体 的 に は 例 え ば 、 過 去 に 計 測 部 １ ０ ６ に よ り 計 測 さ れ た 時 間 Ｔ Ｒ ， Ｔ Ｍ ， Ｔ Ｌ
を 、 時 間 Ｔ Ｒ old， Ｔ Ｍ old， Ｔ Ｌ oldと し て 記 憶 媒 体 １ ０ ７ に 記 憶 し て お く 。 新 た に 計 測
さ れ た 時 間 Ｔ Ｒ new， Ｔ Ｍ new， Ｔ Ｌ newが 時 間 Ｔ Ｒ old， Ｔ Ｍ old， Ｔ Ｌ oldに そ れ ぞ れ 近 づ
く よ う に ナ ビ ゲ ー シ ョ ン を 行 う 。 例 え ば 、 Ｔ Ｒ Ｓ ＝ Ｔ Ｒ new－ Ｔ Ｒ old、 Ｔ Ｍ Ｓ ＝ Ｔ Ｍ new
－ Ｔ Ｍ old、 Ｔ Ｌ Ｓ ＝ Ｔ Ｌ new－ Ｔ Ｌ oldと し て 、 図 １ ０ に 示 す よ う な 差 分 時 間 Ｔ Ｒ Ｓ ， Ｔ
Ｍ Ｓ ， Ｔ Ｌ Ｓ を 求 め る 。 差 分 時 間 Ｔ Ｒ Ｓ ， Ｔ Ｍ Ｓ ， Ｔ Ｌ Ｓ の 符 号 が （ ＋ ） な ら ば ヘ ッ ド 部
２ ０ ２ の 右 端 、 中 央 、 左 端 を そ れ ぞ れ テ ス ト 物 体 に 近 接 さ せ 、 （ － ） な ら ば テ ス ト 物 体 か
ら 遠 ざ け る よ う ナ ビ ゲ ー シ ョ ン を 行 え ば 良 い 。 な お 、 ど の 時 点 で 計 測 さ れ た 時 間 Ｔ Ｒ ， Ｔ
Ｍ ， Ｔ Ｌ を 時 間 Ｔ Ｒ old， Ｔ Ｍ old， Ｔ Ｌ oldと す る か は 任 意 で あ っ て 良 い が 、 例 え ば 保 守
作 業 者 か ら の 登 録 指 示 が な さ れ た 時 点 と す る こ と が 考 え ら れ る 。
【 ０ ０ ４ ７ 】
　 ナ ビ ゲ ー シ ョ ン 画 面 は 、 図 １ １ に 示 す よ う に ヘ ッ ド 部 ２ ０ ２ の 写 真 や コ ン ピ ュ ー タ グ ラ
フ ィ ッ ク ス を 含 め る よ う に し て も 良 い 。 こ の よ う に す れ ば 、 矢 印 が ヘ ッ ド 部 ２ ０ ２ の ど の
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よ う な 姿 勢 変 更 を 指 示 す る も の で あ る か を 保 守 作 業 者 が 認 識 し 易 く な る 。 さ ら に は 時 間 Ｔ
Ｒ ， Ｔ Ｍ ， Ｔ Ｌ に 基 づ い て ヘ ッ ド 部 ２ ０ ２ の 傾 き 角 度 を 求 め 、 こ れ に 基 づ い て 図 １ １ に 示
す よ う に ヘ ッ ド 部 ２ ０ ２ の 写 真 や コ ン ピ ュ ー タ グ ラ フ ィ ッ ク ス を 傾 け る よ う に し て も 良 い
。 こ の よ う に す れ ば 、 ヘ ッ ド 部 ２ ０ ２ が ど の よ う な 姿 勢 と な っ て い る の か を 保 守 作 業 者 が
直 感 的 に 認 識 す る こ と が で き る よ う に な る 。 な お 、 こ の よ う に 写 真 や コ ン ピ ュ ー タ グ ラ フ
ィ ッ ク ス を 傾 け る な ら ば 、 矢 印 に よ る ナ ビ ゲ ー シ ョ ン 表 示 を 省 略 す る こ と も で き る 。
【 ０ ０ ４ ８ 】
　 ナ ビ ゲ ー シ ョ ン 画 面 は 、 図 １ ２ に 示 す よ う に 文 字 メ ッ セ ー ジ を 表 示 す る も の で あ っ て も
良 い 。 あ る い は 、 上 記 の よ う な 文 字 メ ッ セ ー ジ を 音 声 と し て 出 力 す る た め の 音 声 情 報 を ナ
ビ ゲ ー シ ョ ン 処 理 部 １ １ ０ が 作 成 す る よ う に し て も 良 い 。
【 ０ ０ ４ ９ 】
　 ナ ビ ゲ ー シ ョ ン 画 面 は 、 図 １ ３ に 示 す よ う に チ ャ ネ ル Ｃ Ｈ Ｒ ， Ｃ Ｈ Ｍ ， Ｃ Ｈ Ｌ で 受 信 さ
れ た 反 射 超 音 波 信 号 の 波 形 を そ れ ぞ れ 示 す 画 像 に 重 畳 し て 、 ナ ビ ゲ ー シ ョ ン の た め の 矢 印
Ａ １ １ ， Ａ １ ２ を 示 し た も の と し て も 良 い 。
【 ０ ０ ５ ０ 】
　 ヘ ッ ド 部 ２ ０ ２ の 姿 勢 を 変 化 さ せ る 様 子 を 示 し た 動 画 ま た は ア ニ メ ー シ ョ ン を 用 意 し て
お き 、 こ の 動 画 ま た は ア ニ メ ー シ ョ ン を ナ ビ ゲ ー シ ョ ン 画 面 に 含 め る よ う に し て も 良 い 。
【 ０ ０ ５ １ 】
　 計 測 部 １ ０ ６ が 時 間 Ｔ Ｒ ， Ｔ Ｍ ， Ｔ Ｌ を 計 測 す る 分 解 能 が 高 い 場 合 に は 、 時 間 Ｔ Ｍ と フ
ォ ー カ ス 時 間 Ｔ Ｆ と を 一 致 さ せ る と と も に 、 時 間 Ｔ Ｒ と 時 間 Ｔ Ｌ と を 一 致 さ せ る よ う に ヘ
ッ ド 部 ２ ０ ２ の 姿 勢 を 調 整 す る こ と が 困 難 と な る 。 こ の よ う な 場 合 に は 、 時 間 Ｔ Ｍ と フ ォ
ー カ ス 時 間 Ｔ Ｆ と の 比 較 お よ び 時 間 Ｔ Ｒ と 時 間 Ｔ Ｌ と の 比 較 の 際 に 許 容 範 囲 を 設 け る よ う
に す る こ と が 望 ま し い 。 す な わ ち 例 え ば 、 時 間 Ｔ Ｍ と フ ォ ー カ ス 時 間 Ｔ Ｆ と の 差 が 許 容 範
囲 内 で あ る な ら ば 時 間 Ｔ Ｍ と フ ォ ー カ ス 時 間 Ｔ Ｆ と が 一 致 す る と 判 定 し 、 時 間 Ｔ Ｒ と 時 間
Ｔ Ｌ と の 差 が 許 容 範 囲 内 で あ る な ら ば 時 間 Ｔ Ｒ と 時 間 Ｔ Ｌ と が 一 致 す る と 判 定 す れ ば 良 い
。
【 ０ ０ ５ ２ 】
　 超 音 波 プ ロ ー ブ ２ ０ ０ が コ ン ベ ッ ク ス 系 の 種 類 で あ る 場 合 、 図 １ ４ に 示 す よ う に 、 超 音
波 プ ロ ー ブ ２ ０ ０ の 放 射 面 の 曲 率 Ｒ に 応 じ た 曲 率 Ｒ ｔ の 反 射 面 を 持 っ た テ ス ト 物 体 が 利 用
さ れ る 。 こ こ で 曲 率 Ｒ ｔ は 、 こ の 超 音 波 プ ロ ー ブ ２ ０ ０ の 焦 点 距 離 を Ｆ と す る と 、 Ｒ ｔ ＝
Ｒ ＋ Ｆ な る 式 に よ り 求 ま る 。 そ し て こ の 場 合 に は 、 超 音 波 プ ロ ー ブ ２ ０ ０ の 放 射 面 の 曲 率
に つ い て の 中 心 点 と 、 テ ス ト 物 体 の 反 射 面 の 曲 率 に つ い て の 中 心 点 と を 一 致 さ せ る こ と が
必 要 と な る 。 こ の 場 合 で も 本 実 施 形 態 に よ れ ば 、 上 記 の 条 件 が 成 立 す る よ う な 基 準 値 を 時
間 Ｔ Ｒ ， Ｔ Ｍ ， Ｔ Ｌ の そ れ ぞ れ に つ い て 定 め て お き 、 時 間 Ｔ Ｒ ， Ｔ Ｍ ， Ｔ Ｌ を そ れ ぞ れ の
基 準 値 に 合 わ せ る よ う に ナ ビ ゲ ー シ ョ ン す る こ と で 対 応 す る こ と が で き る 。
【 ０ ０ ５ ３ 】
　 マ ル チ プ レ ク サ 構 成 の マ ト リ ッ ク ス ス イ ッ チ を 備 え る こ と に よ り 、 送 信 部 １ ０ ４ お よ び
受 信 部 １ ０ ５ を １ チ ャ ネ ル 構 成 と し て も 良 い 。 こ の よ う に す れ ば 、 送 信 部 １ ０ ４ お よ び 受
信 部 １ ０ ５ の 回 路 規 模 を 縮 小 す る こ と が で き る 。
【 ０ ０ ５ ４ 】
　 表 示 処 理 部 １ ０ ９ が 生 成 し た 信 号 に 基 づ く 表 示 を 、 表 示 部 １ １ ２ ｄ で 行 う よ う に し て も
良 い 。 例 え ば 、 表 示 処 理 部 １ ０ ９ と 画 像 生 成 部 １ １ ２ ｂ と を 接 続 す る 。 そ し て 画 像 生 成 部
１ １ ２ ｂ は 、 表 示 処 理 部 １ ０ ９ が 生 成 し た 信 号 に 応 じ た 表 示 デ ー タ を 生 成 し 、 こ れ を メ モ
リ 部 １ １ ２ ｃ に 書 き 込 む 。
【 ０ ０ ５ ５ 】
　 医 用 診 断 部 １ １ ２ を 省 略 し て 、 超 音 波 プ ロ ー ブ 診 断 装 置 と し て 実 現 す る こ と も 可 能 で あ
る 。
【 ０ ０ ５ ６ 】
　 な お 、 本 発 明 は 上 記 実 施 形 態 そ の ま ま に 限 定 さ れ る も の で は な く 、 実 施 段 階 で は そ の 要
旨 を 逸 脱 し な い 範 囲 で 構 成 要 素 を 変 形 し て 具 体 化 で き る 。 ま た 、 上 記 実 施 形 態 に 開 示 さ れ
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て い る 複 数 の 構 成 要 素 の 適 宜 な 組 み 合 わ せ に よ り 、 種 々 の 発 明 を 形 成 で き る 。 例 え ば 、 実
施 形 態 に 示 さ れ る 全 構 成 要 素 か ら 幾 つ か の 構 成 要 素 を 削 除 し て も よ い 。
【 図 面 の 簡 単 な 説 明 】
【 ０ ０ ５ ７ 】
【 図 １ 】 本 発 明 の 一 実 施 形 態 に 係 る 超 音 波 プ ロ ー ブ 診 断 機 能 を 備 え た 超 音 波 診 断 装 置 の 基
本 構 成 を 示 す 図 。
【 図 ２ 】 プ ロ ー ブ ホ ル ダ ３ ０ ０ の 外 観 を 示 す 図 。
【 図 ３ 】 図 １ 中 の 制 御 部 １ １ １ お よ び ナ ビ ゲ ー シ ョ ン 処 理 部 １ １ ０ に よ る ナ ビ ゲ ー シ ョ ン
の た め の 処 理 手 順 を 示 す フ ロ ー チ ャ ー ト 。
【 図 ４ 】 図 １ 中 の ヘ ッ ド 部 ２ ０ ２ の 姿 勢 が 不 適 切 で あ る 状 態 を 示 す 図 。
【 図 ５ 】 図 ４ に 示 す 状 態 に お け る 反 射 超 音 波 信 号 の 様 子 を 示 す 図 。
【 図 ６ 】 図 １ 中 の ナ ビ ゲ ー シ ョ ン 処 理 部 １ １ ０ に よ る ナ ビ ゲ ー シ ョ ン 画 面 の 作 成 を 説 明 す
る 図 。
【 図 ７ 】 図 １ 中 の ヘ ッ ド 部 ２ ０ ２ の 姿 勢 が 適 切 で あ る 状 態 を 示 す 図 。
【 図 ８ 】 図 ７ に 示 す 状 態 に お け る 反 射 超 音 波 信 号 の 様 子 を 示 す 図 。
【 図 ９ 】 フ ォ ー カ ス 時 間 Ｔ Ｆ と は 無 関 係 な 基 準 時 間 Ｔ refに 時 間 Ｔ Ｒ ， Ｔ Ｍ ， Ｔ Ｌ を 合 わ
せ る 様 子 を 示 す 図 。
【 図 １ ０ 】 過 去 に 設 定 さ れ た ヘ ッ ド 部 ２ ０ ２ の 姿 勢 を 基 準 と し て ナ ビ ゲ ー シ ョ ン を 行 う 様
子 を 示 す 図 。
【 図 １ １ 】 ナ ビ ゲ ー シ ョ ン 画 面 の 変 形 例 を 示 す 図 。
【 図 １ ２ 】 ナ ビ ゲ ー シ ョ ン 画 面 の 変 形 例 を 示 す 図 。
【 図 １ ３ 】 ナ ビ ゲ ー シ ョ ン 画 面 の 変 形 例 を 示 す 図 。
【 図 １ ４ 】 超 音 波 プ ロ ー ブ ２ ０ ０ が コ ン ベ ッ ク ス 系 で あ る 場 合 の ヘ ッ ド 部 の 適 切 な 姿 勢 を
示 す 図 。
【 符 号 の 説 明 】
【 ０ ０ ５ ８ 】
　 １ ０ ０ … メ イ ン ユ ニ ッ ト 、 １ ０ １ ， １ ０ ２ ， １ ０ ３ … コ ネ ク タ 、 １ ０ ４ … 送 信 部 、 １ ０
５ … 受 信 部 、 １ ０ ６ … 計 測 部 、 １ ０ ７ … 記 憶 媒 体 、 １ ０ ８ … イ ン タ フ ェ ー ス 部 、 １ ０ ９ …
表 示 処 理 部 、 １ １ ０ … ナ ビ ゲ ー シ ョ ン 処 理 部 、 １ １ １ … 制 御 部 、 １ １ ２ … 医 用 診 断 部 、 ２
０ ０ … 超 音 波 プ ロ ー ブ 、 ２ ０ １ … コ ネ ク タ 、 ２ ０ ２ … ヘ ッ ド 部 、 ２ ０ ２ ａ … 超 音 波 振 動 子
、 ２ ０ ３ … ケ ー ブ ル 部 、 ３ ０ ０ … プ ロ ー ブ ホ ル ダ 。
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【 図 １ 】 【 図 ２ 】

【 図 ３ 】 【 図 ４ 】

【 図 ５ 】
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【 図 ６ 】

【 図 ７ 】

【 図 ８ 】

【 図 ９ 】

【 図 １ ０ 】

【 図 １ １ 】

【 図 １ ２ 】

【 図 １ ３ 】

【 図 １ ４ 】

(13) JP 2006-110334 A 2006.4.27



フロントページの続き

(74)代理人  100084618
            弁理士　村松　貞男
(74)代理人  100092196
            弁理士　橋本　良郎
(72)発明者  熊澤　孝司
            栃木県大田原市下石上１３８５番地　東芝メディカルシステムズ株式会社本社内
Ｆターム(参考) 4C601 DD30  EE21  GA17  GA27  GA33  HH04  JB40  KK16  KK31  KK34 
　　　　 　　        KK49  LL19 

(14) JP 2006-110334 A 2006.4.27



专利名称(译) 超声波探头诊断装置，超声波诊断装置和超声波探头诊断方法

公开(公告)号 JP2006110334A 公开(公告)日 2006-04-27

申请号 JP2005250924 申请日 2005-08-31

[标]申请(专利权)人(译) 株式会社东芝
东芝医疗系统株式会社

申请(专利权)人(译) 东芝公司
东芝医疗系统有限公司

[标]发明人 熊澤孝司

发明人 熊澤 孝司

IPC分类号 A61B8/00

FI分类号 A61B8/00

F-TERM分类号 4C601/DD30 4C601/EE21 4C601/GA17 4C601/GA27 4C601/GA33 4C601/HH04 4C601/JB40 4C601
/KK16 4C601/KK31 4C601/KK34 4C601/KK49 4C601/LL19

代理人(译) 河野 哲
中村诚

优先权 2004267216 2004-09-14 JP

其他公开文献 JP4690832B2

外部链接 Espacenet

摘要(译)

解决的问题：使维护人员可以轻松地调整超声波探头的姿势。 解决方
案：基于以下情况诊断超声探头200：超声探头200接收来自放置在与多
个超声换能器202a相对的超声探头200对面的测试对象的反射超声波。 
.. 控制单元111通过比较由多个超声换能器202a中的至少一部分超声换能
器202a接收到的反射超声信号来检测超声探头200相对于测试对象的姿
态。 导航处理单元110基于检测到的姿势来呈现信息。 [选型图]图1

https://share-analytics.zhihuiya.com/view/441db154-81ed-4077-b5e9-59ac37b8cbbb
https://worldwide.espacenet.com/patent/search/family/036379320/publication/JP2006110334A?q=JP2006110334A

